
目
次

ま
え
が
き　
　

２

第
１
章　

自
分
の
人
生
を
歩
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

人
生
の
質
は
自
己
否
定
度
と
比
例
す
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

14

あ
な
た
も
偽
り
の
自
分
を
演
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

19

偽
り
の
自
分
を
演
じ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
、
人
生
の
質
が
下
が
る
の
か
？　

―
―
―
―
―
―
―
―
　

26

自
己
実
現
す
る
た
め
に
、
自
分
を
正
し
く
知
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

30



第
２
章　

自
己
受
容
の
旅　

～
自
己
実
現
の
起
点
を
認
識
す
る
～

自
己
実
現
の
起
点
は
自
己
受
容　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

36

偽
り
の
自
分
を
更
に
偽
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
迷
子
に
！　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

39

絶
望
か
ら
希
望
へ　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

47

自
分
の
人
生
の
創
造
者
に
な
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

53

第
３
章　

幸
せ
の
定
義
を
決
め
る
の
は
自
分
自
身

自
分
に
合
っ
た
ゴ
ー
ル
設
定
法
を
見
つ
け
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

58

目
の
前
の
こ
と
を
懸
命
に
行
う
こ
と
で
運
命
は
動
き
出
す　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

63

ゴ
ー
ル
設
定
の
や
り
方
に
正
解
は
な
し
。
あ
な
た
の
や
り
や
す
い
ゴ
ー
ル
設
定
を　

―
―
―
―
―
―
　

71

ゴ
ー
ル
設
定
は
、
自
分
が
真
剣
に
な
れ
る
こ
と
が
何
か
を
知
る
こ
と　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

75



第
４
章　

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
社
会
を
自
己
実
現
・
自
己
超
越
の
味
方
に
し
よ
う
！

変
動
激
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
中
庸
思
考
を
身
に
つ
け
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

80

変
動
激
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
手
放
す
、
執
着
し
な
い
、
変
化
（
行
動
）
し
て
い
く　

―
―
―
　

86

変
動
激
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
葛
藤
を
大
切
に
す
る
！　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

90

変
動
激
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
自
我
と
真
我
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い　

―
―
　

95

第
５
章　

目
指
す
世
界
は
相
互
依
存

調
和
と
共
生
の
時
代
へ　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

100

自
我
だ
け
に
囚
わ
れ
ず
、
大
き
な
流
れ
に
乗
る
！　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

107

自
我
と
真
我
を
調
和
さ
せ
て
、
人
や
世
界
と
繋
が
る　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

112

知
っ
て
い
る
こ
と
と
で
き
る
こ
と
は
違
う
。
行
動
に
移
し
、
腑
に
落
と
し
て
い
く　

―
―
―
―
―
―
　

116
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